
安全に脱衣可能な防護服の開発

汚染面を内側に包みながら脱衣可能な防護服を開発しました。左右の張⼒で開く
トップオープンファスナを⽤い背面の開口部から着脱が可能です。これにより、作業後
の汚染面である前⾯を触れることなく脱衣が可能です。

� 前開きの防護服では前面の汚染面を触れることなく脱衣す
るのが困難であったが開発品では汚染面を包みながらの安
全に脱衣が可能です

� 既製品脱衣の汚染区域接触回数が平均で6回、開発品
では平均で0回という結果が得られました
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� 防災製品への応⽤
� 医療品分野への展開
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研究員からのひとこと
この技術で安全に脱衣が可能です。
ウェアラブル製品や衣類の着脱性に興味のある
企業様との共同研究・事業化をできればと考
えています。

図1︓飛沫防止のため汚染面を内側に包み
ながらの脱衣

表1︓脱衣時間（秒）と標準偏差 (n=6)

図2︓開発品防護服の脱衣
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